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１． 研究計画の概要 

マクロ経済学の「新しい新古典派総合（new 
neoclassical synthesis）」においては，伸縮
的な価格・賃金の下でのマクロ経済変数の均
衡値を「自然率」，価格・賃金の硬直性によ
って生じる実際の値と自然率との差を「ギャ
ップ」と定義する．硬直的な価格・賃金の下
での物価水準の変動は，相対価格を歪ませ，
市場の資源配分を非効率にする．そのため物
価の安定は中央銀行の第 1の政策目標とされ
る．将来の物価・インフレ率は現在のギャッ
プに依存する．したがって中央銀行は両者を
注視して金融政策を運営する（例えばテーラ
ー・ルール）．ただしギャップは観測されな
いので推定が必要となる．そのため近年は自
然率／ギャップの推定の研究が盛んになっ
ている．特に注目されるのは複数のマクロ経
済変数の自然率／ギャップの同時推定の研
究である． 

産出量（実質 GDP）が四半期系列なので，
自然率／ギャップの推定値も通常は四半期
系列となる．しかしリアルタイムのギャップ
でなければ金融政策の運営には役立たない．
そこで本研究では月次 GDP ギャップの推定
を試みる．また自然率／ギャップの推定誤差
が大きい場合，点推定値を過度に信頼するの
は危険である．そこで本研究では自然率／ギ
ャップをベイズ推定し，ギャップの事後分布
に基づくギャップ確率指数を提案する． 
 
２．研究の進捗状況 
(1) ベイジアン多変量 Beveridge--Nelson 分

解を用いて日本とアメリカの自然率／ギ
ャップを推定し，四半期のギャップ確率
指数を求めた． 

(2) 古典的循環を測る「景気水準指数」と
成長循環を測る「ギャップ指数」を提
案した．前者は「月次実質 GDP」，後
者は「月次 GDP ギャップ」の代理変数
である．したがって前者は３面等価の
原則より生産・分配・支出面の指標，
後者は財・労働市場の需給ギャップ指
標が構成指標となる． 

(3) 「期待」が実体経済に大きな影響を与え
ることが知られている．インフレ期待を
計測するカールソン＝パーキン法を「歪
んだｔ分布」を用いて拡張し，「消費動向
調査」のデータから日本のインフレ（デ
フレ）期待の推移を計測した． 

 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している． 

 （理由）四半期 GDP ギャップのベイズ推
定とギャップ確率指数の開発は論文が完成
し，現在投稿中である．月次 GDP ギャップ
については当初の予定を変更し，直接的な推
定を目指すのでなく，関連指標を用いた「ギ
ャップ指数」の作成を行った．こちらの方が
扱いやすく，実用的と考えられる．また当初
の予定になかった「期待」の計測にも取り組
み，「景気」の計測への活用を考えている． 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) 景気一致指標を「景気水準指標」「ギャッ

プ指標」の 2 種類に分け，それぞれを集
計した「景気水準指数」「ギャップ指数」
を提案し，これらが都道府県別に作成で
きることを示した．今後は欧米の地域デ
ータに応用し，英語論文を執筆したい． 

(2) 「期待の異質性」がマクロ経済学で重視



されつつあるので「消費動向調査」のデ
ータを用いたインフレ（デフレ）期待の
計測を続けたい．特に属性別集計データ
や個票データを利用して「期待の異質性」
の要因を分析したい． 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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